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□ 背景 

土木施工現場を取り巻く環境として、労働生産人口の低下による人材不足とともに、災害の甚大化、インフラの老

朽化、多様化する生活様式などの課題があり、依然としてそれらへの対応を継続させる責務は大きい。その背景によ

り、土木技術研究グループでは、新技術活用による施工現場の課題解決と生産能力維持および公益確保の対策を研究

方針としている。本編では、その取組みについて紹介する。 

 

□ 概要 

新技術開発として、現状の施工現場におけるヒューマ

ンエラーの事例や施工条件による課題事例を参考に、熟

練者の技能特性を主眼に置いた複数のコンテンツ（表-

1）により展開させるものである。コンテンツの特徴とし

て、技能特性の再現をコンセプトにした定量化モデルに

よるシステム構築を目指した。本論では、空間情報活用

によるデジタルツイン等の建設DX展開により施工現場

における課題解決を目的とした 5つのコンテンツの開発

要件について解説する。（図-1） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 結論 

開発コンテンツは、画像解析やデータ活用等の新技術を主としたシステム構成となっているが、開発要件について

は、施工現場の熟練者および未習熟者を対象にした使用性やニーズについての調査結果が土台となっている。このよ

うな付加情報の確保もシステム開発の過程において重要であると考える。特に、技術革新の変化に追随できるよう、

自社のスキルだけではなく産学連携およびスタートアップ活用による研究開発体制で業務の継続性と他社との差別

化を図ることが重要である。コンテンツの成果については、特許取得の他、社内外への公表等により有益性を逐次判

断し開発計画へ反映させることで、闊達な次世代への技能継承を継続する所存である。 
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表-1 熟練者の技能特性によるコンテンツ  

図-1 空間情報活用におけるコンテンツ（コアドリル安全カバー）  

① 点群計測 ②3Dモデリング ③シミュレーション 


